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生活環境部

１ 概要

○

○

○

２ 収益的収入及び支出

(単位：百万円（税抜き）)

1,279 1,226 53 

営 業 収 益 607 601 6 

営 業 外 収 益 623 625 △ 2 

特 別 利 益 49 0 49 

1,252 1,185 67 

営 業 費 用 1,176 1,155 21 

処 理 場 費 475 450 25 

総 係 費 等 24 19 5 

減価償却費等 677 686 △ 9 

営 業 外 費 用 26 30 △ 4 

特 別 損 失 50 0 50 

28 41 △ 13 

27 41 △ 14 

343 316 27 

当 年 度 純 損 益
( 収 入 － 支 出 )

経常損益＋特別利益－特別損失

当年度未処分利益剰余金

維持管理費用（指定管理料）の増

更新に伴う旧設備除却に係る資産減耗費
の皆減

市町と共同実施した業務のうち市町分の
支出

経 常 損 益
（営業収益＋営業外収益）
－（営業費用＋営業外費用）

流 域 下 水 道 事 業 収 益

汚水流入量の増加に伴う市町負担金の増

市町と共同実施した業務の市町分の収入

流 域 下 水 道 事 業 費 用

事業収益は、営業収益が管理事業費負担金の収入により607百万円、営業外収益が長期
前受金戻入、他会計補助金、資本費繰入収益等の収入により623百万円、特別利益が市
町との共同事業の市町分収入等により49百万円となり、1,279百万円となった。
事業費用は、営業費用が天神浄化センターの指定管理料、減価償却費等の支出により
1,176百万円、営業外費用が企業債利息等の支出により26百万円、特別損失が市町との
共同事業の市町分支出等により50百万円となり、1,252百万円となった。

以上により、経営状況を判断する経常損益及び純損益は、経常損益が28百万円、純損益
が27百万円と、ともに黒字となった。

区　　分 令和６年度 令和５年度 差　引 備　　　　考
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３ 資本的収入及び支出

(単位：百万円（税込み）)

392 816 △ 424 

国 庫 補 助 金 240 469 △ 229 工事量の減

建 設 事 業 費 負 担 金 71 168 △ 97 〃

企 業 債 54 158 △ 104 〃

他 会 計 負 担 金 16 11 5 

他 会 計 補 助 金 11 10 1 

628 1,047 △ 419 

建 設 改 良 費 385 808 △ 423 　工事量の減

企 業 債 償 還 金 99 95 4 

他会計借入金償還金 144 144 0 

△ 236 △ 231 △ 5 

■主な建設改良工事

○電気設備工事その３３（管理棟受変電設備改築）

［決算額］ 297,620千円

［事業量］ 電気設備工事 一式

収 入 － 支 出

区　　分 令和６年度 令和５年度

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

差　引 備　　　　考
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